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III，　IV　 Stage　；．
− 6 の 腹 肢 の 存否 よ り既 に 識別 出来

る が ，第 二 触手の 発育程度も異な る 。
IV

，
　V 　Stage ：

一体長の 相違は 余 り明 らか で ない が，VStage で は

6 の 腹肢 及 び 第 二 触手の 分節 の 完 成 ♀ の 哺育 腔 の

完成 に よ り両者 を識別 し得 る 。
Cumacea が成体に

於て 顕 著 な sexual 　 dimorphism を示 す こ と は 古 く

よ り知 られ て い る が ， 特 に ♂ の 第 二 触 手 の 分化は既

に II　 Stage　 K 於 て 起 る に 反 し， ♀ の 第 二 触手 は 形

態学的 ；C 終生 larval　form を保 つ
。

323

ザ ン シ ョ ウ， サ キ グ ロ ツ メ タ ガ イ ， ウ ネ ハ ナ ム シ ロ
，

オ カ ミ ミ ガ イ ， ウ ミ マ イマ イ等 が棲 息 し，こ れ 等 は

瀬戸内海 ， 伊勢三 河湾 ，東京湾 ， 浦 戸湾 に その 一部

が 棲 息す る ICと ど ま り，ハ イ ガ イが東 京附近の 貝塚

IC多量に 出土 する icか か わ らず東京湾 に 産 し な い よ

うに 次第 に 分布が狭ばま りつ つ あ る 種 で あ る 。 そ し

て ， また そ れ 等は大陸沿岸 に 広 く分布す る 大陸沿 岸

系種 で あ り，有 明海 は こ うし た貝類群を最も多 く産

す る 特 異な内湾 で あ る 。

ア カイ エ カ の 内因性日 周 活動 に お よぼナ

　　 幼虫 期 ・ 蛹期 の 光条件 の 影響

千葉喜彦 （東北大 ・理 ・生）

　ア カ イ ェ カ Culex　pipiens　PaUensは 恒暗条 伴下

で も日 周期活動 を 有 し ，
こ の 活動が明→暗，嵯

一
憂

の 変化 ， い わ ゆ る slngle 　stirnulus 　rc よ っ て 誘 起 さ れ

る こ とは ，卵 期か ら垣 明条件下 で 飼育し て きた 成虫

を 恒暗条 件に 移す と そ の 時 か ら 口 周 期 的活動 を 示 す

よ うに な る こ とか ら明らか で あ る 。 と こ ろで
， 卵 期

か ら 12 時間明 12 時間暗 あ るい は 恒 明条 件で 飼育

し て きた もの を幼 虫 ， 蛹各期内の 適 当 な 時以後恒暗

条 件 に 移 し た と こ ろ蛹 期 （約 50 時 問）後半に 恒 暗 に

移 し て え た 成 虫 に の み 日 周期活動が認め られ た 。 従

っ て こ れ まで の 実験結果 を 綜 合す る と ，
single 　 sti一

皿 ulUS は 蛹期後半 お よ び 成虫 期に お い て effctive で

ある と い え る
。

有 明海 の 貝類 の 特異性

波部忠重 （国立 科学 博物館）

　有明海 の 貝類は 巻 貝類 よ りも二 枚貝類が種類数や

数 量が遙 か に 多 く，湾 口 部 で は シ マ ナ ミ マ ガ シ ワ モ

ドキ，ホ ク ロ ガ イ，ヒ ナ ノ ヒ オ ウ ギ，Crassestrea

irregularisが多 く，湾奥部 で シ ズ ク ガ イ ， イ ヨ ス

ダ レ ， チ ヨ ノ ハ ナ ガ イ ， ヒ メ カ ノ コ ア サ リ が多い が ，

多 くの 内湾 で 指標種で あ っ たチ ゴ ト リガ イ，
マ メ グ

ル ミ ， ミ ジ ン シ ラ オ ガ イ，ケ シ ト リガ イは殆ん ど採

集 されな い 。 シ ロ バ トガ イ が甚だ 多い 。

　ま た ， 湾奥沿 岸部 に は ハ イ ガ イ，ク マ サ ル ポ ウ，

サ サ ゲ ェ ガ イ，ア ゲ マ キ ，ア オ ア サ リ ， チ リ メ ン ユ

キ ガ イ， シ マ ヘ ナ タ リ ， ク ロ ヘ ナ タ リ，ア ズ キ カ ワ

イモ リの 水晶体再 生に及 ほ す抗体の 影響

小川 正 （名 大 ・理 ・ 生 ）

　螢 光抗 体 法 と ゲ ル 内 沈 降 反応法 に よ っ て イモ リの

水晶体再生途 上 に お い て は 水晶体特異抗原 は 虹彩 の

脱色前後 に 出現 し ，そ れ が 背 磯虹彩 の 一部 に 局在 し

て い る こ とが確 か め られ て い る 。一
方細胞 又 は 組 織

は 同種抗体 の 存在下 で 何ら か の 影響を受け る こ とが

知 られ て い る
。 水晶体再生 の 初期 の 段階で 抗 水晶体

抗体 を 作用 さ せ る と再生 に 当 る 細胞 の 構成成分 の 変

化 が 明 らか に な る と 期待さ れ る 。 脱 色前後 に お い て

抗体 は 背 側虹彩 の 細胞 に 選択 的 に 作 用 し壊 死 に 至 ら

せ る 。 そ し て 抗体を除 くと残余 の 部分か ら新 ら LVi

再生芽 が 形成 さ れ る 。 抗 体 の 影響 を 受 け る 組 織は 脱

色前後に お け る 背 鈍虹彩 の
一部 と以 後の 再生過程 に

お け る 再生体及び 正 常 な水晶体に 限 られ る e こ れ ら

の こ とか ら形態的変化が ま だ見 らtvな い 脱色前後 の

背側虹彩 の 細胞の 構成成分 の 変化 は 水 晶体再生現 象

と非常 に 密接 な 関係に あ り， こ の 部分 の 細胞 の 化 学

的分化 は こ の 時期 に 進行し つ つ あ る か ，ま た は 完 了

し て い る と想像 さ れ る 。
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電子顕微鐘的 レベ ル にお ける蛔虫 卵の 発生学

　　　　L 成熱過 程か ら第 1 卵割迄 の

　　　　　　 細胞 質構造 の 推移

只野　柳
・只野正 志 （岐 阜大

・
学芸 ・

生）

　受精後 の 細胞 質 は 電子密 度の や や 低 い 均
一

な物質

の な か に 電 子 密 度 の 低 い 粒 状物 が 散在 して い る （普
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